
京都・丹後から地域の旗振り役に

株式会社ローカルフラッグ 濱田祐太



・濱田祐太（28歳）

・京都府与謝野町出身
・関西学院大学法学部 卒
・大学在学中の2019年に起業。
・Forbes U30 2023

自己紹介



◆経営理念
地域の旗振り役として
情熱と可能性に投資する。

◆行動指針
・全員で挑戦を楽しむ
・迅速に、泥臭く。
・機会に気づき、掴み取る。



自治体・金融機関と移住促進や研修事業をプロデュース



地域コーディネーターだけでは、

雇用も産めない。地域に投資もできない。



2015年からビールの原料である「ホップ栽培」がスタート。





クラウドファンディングからビールづくりに挑戦





販路は全国500店舗以上に、約15万本 / 年販売



京都のバスケットボールチームとコラボ



何も無い与謝野駅前の土地（200坪）を購入



2023年7月に、与謝野駅前に醸造所がOPEN
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弊社で
取得済



7年前に休業した旅館「大正亭」が、復活



平日の昼間には、ワッフル屋がOPEN。



空き地と鉄道を使って地域住民とイベント企画。



与謝野駅前に新たなプレイヤーが現れつつある。



来年度、駅開業100周年に合わせて駅のリニューアルが計画。



丹後地域は、まだまだポテンシャルがある



実施プラン

・天橋立のお土産屋（9月OPEN予定）

・旧料亭の茶室の一棟貸し

・重伝建地域での空き家活用宿

・新設ホテルの運営委託

・廃旅館の再生

・旅館の事業承継

先月、パートナーと新会社を設立



“地域の旗振り役に”

● クラフトビールの知見・コンテンツ

● 与謝野・丹後のネットワーク(人・土地)

● 若手人材の求心力

“地域からハッピーシナリオを共に”

● 不動産企画・開発・運営の知見

● 不動産のファイナンス

● まちづくりの知見・ネットワーク

“丹後から未来へ旗を”

● 丹後の不動産の企画・開発・運営

● 与謝野を中心とした丹後圏域のまちづくりのビ

ジョン策定・ブランディング

● 丹後に関わる各種プレーヤーのコーディネート

Local FragとNEWLOCALがお互いの強みを活かし、まちづくり会社である“京都丹後企画”を設立



天橋立のお土産屋の事業承継をし、10月リニューアルOPEN



なにもない若者でもリスクをとって、
地域にコミットしていけば、地域は変わっていく。

地域の旗振り役として、
地域で挑戦するすべての人に勇気を与えていきたい。
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